
消防本部予防課  ☎68◆0937
市民病院  ☎66◆2200

「自分の家庭は自分で守る！ ｣　
「自分の地域は自分たちで守る！」
防火防災活動に興味のある
市内在住18歳以上の女性を募集

　火災予防の重要性と日頃の取
り組み方などを学びませんか？

申 し込み　直接または
　電話で消防本部予防
　課へ。

と　き　3月4日（土）
　　　　午前10時～11時30分
ところ　消防本部
定　員　30人
参加費　無料
内　容
・火災の恐ろしさと出火原因
・ 火災予防対策（消火器の使い
方など）
・地震に備える
・簡単な応急手当　など
申 し込み　2月27日（月）までに
電話で消防本部予防課へ。

募集期間　2月1日㈬～3月2日㈭
閲 覧場所　建築住宅課、情報公開
コーナー（市役所4階）、公民館、
市ホームページ
提出方法　直接、ファクス、メール
で、意見・住所・氏名・電話番号を
建築住宅課（FAX66◆1198 Eメール
kenchiku@city.gamagori.lg.jp）へ。

募集期間　2月1日㈬～3月2日㈭
閲 覧場所　市民病院、情報公開
コーナー（市役所4階）、公民館、
市ホームページ
提出方法　直接、ファクス、メール
で、意見・住所・氏名・電話番号を
市民病院（FAX66◆2295 Eメール
hospital@city.gamagori.lg.jp）へ。

主な活動内容
防火診断、住宅
用火災警報器普
及、炊き出し訓
練、応急救護訓
練指導、研修会
など

集

女性防火クラブ員募集 女性のための
防火防災教室

耐震改修促進計画
パブリックコメント募集

新蒲郡市民病院改革プラン
パブリックコメント募集

建築住宅課  ☎66◆1132

体重を量って健康になろう！ このグラフを切り取って記録しましょう。

毎日体重を量って
記録しよう！
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　日頃、女性は家庭で
火気を取り扱う機会が
多くなりがちです。住宅
防火や地震災害時に
役立つ知識などを習得
し、きめ細やかな心遣い
を生かすことで、災害の
ないまちづくりにつなが
ります。一緒にボラン
ティア活動しませんか？
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